












要約 栄養指導は食事内容の改善を目途に,対象者の食事を一定期間調査し,分析,検討が行

われる。

しかし,対象者が幼児の場合,種々の制約が多く,正確な資料を得ることが難しい。第１点

は対象が幼児であることの困難さである。幼児の場合,当然,食事記録は周囲の保育者に依

存せざるを得ない。記録者の意識や食事観,子供観により,記録の信頼度が異なることが想

像できる。

そこで,上述のような要因をできる限り少なくするための調査方法や調査期間の検討が必

要になる。第２点は資料を検討する場合,その資料の評価を行うための臨床栄養学的研究

資料が乏しく,難しいことである。

多くの食事あるいは,栄養調査において幼児が成長期であるため,身長や体重などの体位測

定値,それに基ずく体格指数,あるいは,栄養所要量などを基準に栄養素摂取状況の検討が

行われてきた。今回は(1)文献からみた栄養調査方法と調査期間の検討,(2)保育園児の栄

養調査結果の検討(3)幼児の栄養状態の判定について検討した。


